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厚
生
労
働
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
（
会
長
＝
今
野
浩
一
郎
・
学

習
院
大
学
教
授
）
は
七
月
二
六
日
、
二
○
一

二
年
度
最
低
賃
金
改
定
額
の
目
安
を
小
宮
山

洋
子
厚
生
労
働
相
に
答
申
し
た
。
時
給
の
引

き
上
げ
幅
は
四
円
～
五
円
。
全
国
加
重
平
均

で
は
七
円
ア
ッ
プ
と
な
り
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
を
踏
ま
え
て
決
定
さ
れ
た
昨
年
度
の

平
均
額
六
円
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
一
桁
台

の
引
き
上
げ
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

最
低
賃
金
と
は
使
用
者
が
労
働
者
に
支
払

う
賃
金
の
最
低
限
度
を
指
す
。
毎
年
、
労
使

代
表
と
中
立
の
公
益
委
員
か
ら
な
る
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
が
地
域
ご
と
に
目
安
を
示
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ

た
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が
協
議
し
て
改
定

額
を
決
定
す
る
。

　

今
後
、
目
安
ど
お
り
に
改
定
が
行
わ
れ
れ

ば
、
最
低
賃
金
の
全
国
平
均
額
は
七
四
四
円

と
な
る
見
通
し
。

生
活
保
護
給
付
額
と
の
逆
転
現
象
が

焦
点
に

　

今
回
の
審
議
で
も
、
最
低
賃
金
が
生
活
保

護
の
給
付
水
準
を
下
回
る
「
逆
転
現
象
」
の

早
期
解
消
が
焦
点
と
な
っ
た
。
昨
年
度
の
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
逆
転
現
象
が

起
こ
っ
て
い
る
地
域
は
北
海
道
、
宮
城
、
神

奈
川
の
三
道
県
に
減
っ
た
が
、
最
新
デ
ー
タ

で
あ
る
二
○
一
○
年
の
水
準
を
も
と
に
改
め

て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
埼
玉
、
東
京
、
京
都
、

大
阪
、
兵
庫
、
広
島
で
再
度
逆
転
し
、
新
た

に
青
森
、
千
葉
で
も
逆
転
が
生
じ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
逆
転
が
生
じ
た
要
因
は
比

較
の
対
象
と
な
る
二
○
一
○
年
度
の
社
会
保

険
料
が
上
昇
し
、
最
低
賃
金
で
働
く
労
働
者

の
手
取
額
が
減
っ
た
こ
と
だ
。

　

目
安
決
定
の
実
質
的
な
審
議
の
場
と
な
る

小
委
員
会
で
は
、
引
き
上
げ
額
を
巡
り
、
労

使
の
間
で
激
し
い
綱
引
き
が
行
わ
れ
た
。
労

働
者
側
委
員
は
「
年
収
二
○
○
万
円
以
下
の

労
働
者
が
一
一
○
○
万
人
を
超
え
、
生
活
保

護
受
給
者
が
約
二
一
○
万
人
を
超
え
る
な
ど

格
差
・
貧
困
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
、

最
低
賃
金
を
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
有

効
に
機
能
す
る
水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」
と
主
張
。
二
○
一
○
年
六
月

に
政
府
の
「
雇
用
戦
略
対
話
」
で
掲
げ
ら
れ

た
「
で
き
る
限
り
早
期
に
全
国
最
低
八
○
○

円
を
確
保
す
る
」
と
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
道
筋
を
示
す
よ
う
訴
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
使
用
者
側
委
員
は
「
厳
し

い
経
営
環
境
の
中
、
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
引

き
上
げ
が
行
わ
れ
れ
ば
、
中
小
企
業
の
存
続

自
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
」
と
反
論

し
た
。
雇
用
戦
略
対
話
の
目
標
に
つ
い
て
も

「
前
提
で
あ
る
経
済
成
長
率
の
実
績
値
が
マ

イ
ナ
ス
二
・
○
で
あ
る
こ
と
や
中
小
企
業
へ

の
支
援
策
の
効
果
が
確
認
で
き
て
い
な
い
」

こ
と
を
強
調
し
、「
引
き
上
げ
額
は
慎
重
に
行

う
べ
き
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
生
活
保

護
と
の
逆
転
現
象
が
残
っ
て
い
る
三
道
県
に

つ
い
て
は
当
初
二
年
と
し
て
い
た
解
消
ま
で

の
年
数
を
延
長
す
る
よ
う
求
め
た
。

Ａ
ラ
ン
ク
五
円
、
Ｂ
～
Ｄ
四
円
引
き

上
げ

　

労
使
の
議
論
は
平
行
線
を
た
ど
り
、
決
着

は
公
益
委
員
の
見
解
に
委
ね
ら
れ
た
。
都
道

府
県
の
経
済
状
況
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
Ａ
～

Ｄ
の
ラ
ン
ク
ご
と
に
公
益
委
員
が
示
し
た
目

安
額
は
、Ａ
が
五
円
、Ｂ
～
Ｄ
は
四
円
と
な
っ

た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
考
慮
し
、
Ａ

ラ
ン
ク
四
円
、
Ｂ
～
Ｄ
ラ
ン
ク
一
円
だ
っ
た

昨
年
度
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
一
桁
台
の
引

き
上
げ
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

逆
転
現
象
が
生
じ
て
い
る
一
一
都
道
府
県

は
、
こ
れ
と
は
別
に
個
別
に
引
き
上
げ
額
が

示
さ
れ
た
。
中
小
企
業
経
営
者
へ
の
配
慮
か

ら
、
北
海
道
一
○
～
一
五
円
、
青
森
四
～
五

円
、
宮
城
七
～
一
○
円
、
埼
玉
六
～
一
二
円
、

千
葉
五
～
六
円
、
東
京
一
○
～
二
○
円
、
神

奈
川
九
～
一
八
円
、
京
都
四
～
八
円
、
大
阪

八
～
一
五
円
、
兵
庫
五
～
一
○
円
、
広
島
六

～
一
二
円
と
幅
を
持
た
せ
た
。

　

解
消
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
、

宮
城
、
神
奈
川
を
除
き
、「
原
則
二
年
以
内
で

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
解
消
す
る
こ
と
が
適

当
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

引
き
上
げ
幅
が
最
大
だ
っ
た
場
合
、
八
都

府
県
で
は
生
活
保
護
と
の
乖
離
は
解
消
す
る

が
、
北
海
道
と
宮
城
は
依
然
逆
転
現
象
が
残

る（
注
）。

　

連
合
の
南
雲
弘
行
事
務
局
長
は
今
回
の
答

申
に
つ
い
て
、「
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、

連
合
が
強
く
主
張
し
て
き
た
『
賃
金
の
底
上

げ
を
図
る
』『
雇
用
戦
略
対
話
合
意
の
達
成
に

向
け
た
前
進
を
図
る
』
と
い
う
点
と
生
活
保

護
水
準
と
の
逆
転
現
象
の
速
や
か
な
解
消
に

向
け
た
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
点
で
評
価
で
き
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

一
方
、
全
労
連
の
小
田
川
義
和
事
務
局
長

は
、
引
き
上
げ
額
が
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、「
雇
用
戦
略
対
話
合
意
の

達
成
に
赤
信
号
を
と
も
す
、
不
十
分
な
も
の

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
不
満
の
意
を
表

明
し
た
。

［
注
］

　

八
月
一
六
日
現
在
、各
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
答
申

さ
れ
た
最
低
賃
金
額
の
う
ち
、逆
転
現
象
が
生
じ
て
い
る

地
域
で
示
さ
れ
た
額
は
、青
森
七
円
、埼
玉
一
二
円
、千
葉

八
円
、東
京
一
三
円
、神
奈
川
一
三
円
、大
阪
一
四
円
、兵
庫

一
○
円
、広
島
九
円
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、逆
転
現
象
が

解
消
し
た
の
は
、青
森
、埼
玉
、千
葉
、兵
庫
の
四
県
。
北
海

道
、宮
城
、京
都
に
つ
い
て
は
、八
月
下
旬
に
答
申
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

最
低
賃
金
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加
重
平
均
で
七
円
の
引
き
上
げ
を
答
申
―
中
央
最
低
賃
金
審
議
会




